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学生への指導方針 

(1) HIV 感染症を理解し、その合併症である HCV もしくは HBV 重複感染の病態を解明す

る。そのうえで最適な個別化医療の実現をめざす。 

(2) 消化管病変の実態調査を行い、その早期発見の有効的かつ効率的な方策を検討する。 

学生に対する要望 
HIV 感染症、その合併症を臨床研究し、近い将来日本の HIV 診療をリードする気概を持っ

た学生を歓迎する 

問 合 せ 先 

(Tel) 06－6942－1331 

担 当 者 
三田 英治 

（大阪医療センター消化器内科） (Email) eijim67@onh.go.jp 

その他出願にあたって

の注意事項等 

（以下教室紹介） 

研 究 内 容 

HIV 感染症における消化器領域合併症の病態解明と治療法の確立 

1. HIV・HCV 重複感染例における抗 HCV 剤と ART 薬剤の薬物相互作用に関する研究

2. HIV・HBV 重複感染例における HBs 抗原価の臨床的意義に関する研究

3. HIV 感染者の消化管病変早期発見に関するアルゴリズム作成に関する研究
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